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機械学習を用いた
ビジネスモデルキャンバス作成支援システムの検討
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BMC作成支援システム概要

交差検証と結果考察

BMC作成における三つの課題 機械学習を用いた支援の提案

① 経験不足→初学者がBMCを作成するには
どこに何を書いたらいいかわからない
② 知識不足→対象のビジネスモデルに対する
業界知識がないと的外れなことを書いてしまう
③ 抜けや漏れ→ BMCを書き慣れた人でも記
述漏れが起こりえる

BMCは同業界では同じ用語が出やすい、項目に
よっては共通の用語が出ることが見受けられた。
そこで機械学習を用いて作成支援が出来ないかと
考えた。今回はフォーカスを絞り、まずは初学者向
けにBMC作成の際に書いた記述がどこの項目に
当てはまるかを分類できるかを確かめた。

二つの事例集を用い
72個のBMC、
計1232個の元データを使用
（1項目あたり99個～202個）

今後の取り組み

使用データセット 水増と学習

学習は東北大学の乾研究室が
公開している’bert-base-japanese-

whole-word-masking’のBERTモデルを

ファインチューニングし、分類分
けをできるようにした。

元テキスト
「日本の言語」

翻訳サイトAPIにて英語翻訳
「Japanese Language」

翻訳サイトAPIにて日本語翻訳
「日本語」

元データを５セットに分けてクロスバリデーションで検証した結果:約７２．６％

元データ
訓練用

検証用

平均精度72.56%
分割 学習・検証

今回の検討では三つの課題のう
ち、知識不足や抜けや漏れを解消
するには至っていない。

引き続き、BMCのデータ集めと共
にBMC全体を一記述と見なしたり、
業界情報を入れる等の学習方法の
改善を行い、最終的にはキーワード
と業界情報からBMCの自動生成、
並びにどのような記述をすればいい
か提案してくれるような作成支援シ
ステムを作れるように取り組みを続
けていく。

◼ 特定の項目については特徴的な用語が使
われる為分類しやすく、また分類を間違えた
物に対しても、対称関係にある、繋がりが強
い等の傾向が見られた。(特徴的な例：人件費、
広告料 対称関係の例：印刷会社、コーディネーター)

◼ 同じ記述で項目が違う物に対しては分類が
難しい。(ECサイトはリソースにもチャネルにも頻出)

◼ 価値提案と誤って分類された記述が、実は
価値提案となりえる、という発見があった。
（例：「大都市の企業とのマッチング」は主要活動が正解

だったが、価値提案ともなりえる）

項目 記述

パートナー
子育てなどの理由で退職した

キャリア女性

パートナー 求人企業

主要活動
請負・（準）委任業務切り分けの

コンサルティング

主要活動 女性向けキャリアセミナー

主要リソース セミナー集客のノウハウ

価値提案
コンサルティングによる業務見

直しの機会

データ例

対称関係と繋がりのイメージ図

逆翻訳によるデータの水増を実
施。これにより約1.5倍のデータ
数に。 水増しイメージ図

ビジネスモデルキャンバス（BMC）とはビジネスモ
デルを９つの項目に分けて可視化することで、ビジ
ネスモデルの整理や分析に役立てるものである。

本取り組みのシステムでは、書かれた記述がどこ
の項目に当てはまるかを分類できるようにすること
で、初学者の経験不足を補うものとした。

「ITインフラ構築」は
活動？資源？関係？
→ 活動


